












































































































































調査農家数 山陰地 鞠耕i平蛎綱躍家諜農今鰯禦 平均家族人数　　　　　　一　　　　　　項目





















































































































































































































































































































































































階 1籍　　積 L の　　べ　　面　　積
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農家区分別にみた新築住宅1階の平均空間構成此
床上　　銅
土間而積とは，土間から台所，畜舎・，物置，厨、呂などの
土間部屋や固定施設を除いたもので，いわゆる農用（作
業または収納など）に刊用できる面‡妻iである。新築住宅
の平均1階面積ユ08．5〃プのうちわ｝ナは，床．ヒ79，2」」～2，
土間29．3〃プ（うち純土聞19．昂〆）でその比率は73％
27％，（18％＝土間の66．6多「）となる。この樽成比は前
回新築佐宅の比率ともきわあてよく一致している。各空
同を新築前とくらべると，床上の36．1％壇に対し，土
聞は5．2％’，純土間4．9％の減少となゲ（いるので，新
築後における1階面積の増加分は，すぺて床上空聞の拡
張のために使われたことになる。いいかえれば，．それだ
け居住空ぼが増加したということができる。
　このような居住闇床部分の面積あるいは此率の増加
は，農業技術や経営内容の変｛ヒとか，別錬討薗舎の充実
による農用空間の分離としてる。明◎されるところであ
る。　1例を農作業による土間利用率と土間内莉i乙｝二飼育率
で示すと第8表のとおりである。土間でのおもな作業と
しては脱穀作業，ワラ仕事，誕蚕などがあげられるが，
その利用率は・新築前の48．6㊧から18．2％にへってい
る。また，土閤内の和牛飼育は，飼育農家数自体がへっ
たことにも起因するが，新築前の4G．7％　（和牛飼育農
家の55・8％！か㌘9…6多く18・2％）｝こへっている。こ
の点については第ろ報◎でも明らかにしたとおりであ
る。
　これらの関係を耕地規模呂｛1にみると，床上面積は0．5
ha米満層の69．7η『を最小に，規模の増加に比例して約
10％ずつふえ，最大の2．Oha以上層では93、5刀♂となっ
ている。これに対して土lI］；頭積の方は新築前，後とも
1．0～1．5ha層の34〃『を境にその上下階層とも狭くなっ
るている。また，新築前に対する｛苗積増力｛｝率は，各階層
とも床頂積に．おいて30～40％増となっているのに対し，
土同，純ニビ間は0．5～1．Oha層を除いてわずかに増加し
ている程度である。0．5～1．Oha階．層において土IF9，純
土間の滅少が目だつのは，近年における兼業化の進行，
いいかえると農業依存度の低下によって，土間の必要性
がいちじるしく減少したためと考えられる。ピ情構成比
における土聞および純土間比率も輻0～1．5ha層がやは
り最高を示し，これより耕麺！規］莫の小さい階層と大きい
階層では逆に漸滅している。この傾向ぱ新築前ならびに
前巨噺築住宅でもうかがえるところで，小規模階層では
兼菜化に伴う農業依存淀の低下したこと，大規模層では
経営の優位性に伴う附属舎施ヌ受の充実，拡張によって，
住宅から農用空縄の消減，分離が．進んだものと考えられ
るe
t［1陰辿方1こおける農村住宅改㌻のコ毒向（第4報） （83）
　つぎに標高別の比較をすると，山聞部（とりわけ山
村）は平坦部より1階1苗積が大ぎいにもかかわらず，床
面積，床比率とも平坦部をやや下回り，反対に土間1∬i桓
ではは12．2〃～，純土間で5．7ヌガ大きくなっている。ま
た，新築前とくらべると，し［1間，平坦とも床上は35％
1苗後の増加となっているが，土間，純土間においてはlU
間の9～5％増に対して平坦は13～10％の減少を示し
ている。各農家聞の闘きも床而積では少ないが，土間，
純土聞において新築後やや増加する傾向がみられる。こ
れらのことより，新築］主亡における標高男‖の闇きは，主
として土目および純土間の面積と比二筆によって特徴づけ
られるとみてよい。
　経営形態男小こは1鎖乍主体と［晒ll作の間に面積，構成
比とも大ダはないが，畑作主体では新築前48．8オノ『であ
った床ヒ面積が77ユきガにふえて前2者と並び，床此ト：
は逆に前2者を6～8％上［田っている。土1司も27．177r
から19．4〆といちじるしく減少し，そのほとんどが純
土間になっている。この結果，農家間の面積1的な聞き・
は，土開をのぞく床，純土間とも夢｛三常にちぢまった。
　業態男‖にみても，新築後床面積の開きが少なくなった
のに対し，土間，純土間の開きは大きくなっている。専
業のみは新築前にくらべて土間および純土聞；面積がふ
え，空間構成比はふ業依存度を反映していっそう明確に
晶、　　　、あ⇒
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　4．屋根ふき材約
　カワラ屋根は新築前の清及率18マ％をはるかに上回
る94．3％1こ達し，前回調査にくらべても23．3％のぷ加
である。残りの屋根もコバやトタン♪杉庫などで，いず
れも近い将来カワラぶきを予定しているので，草屋根
の新築住宅はまったく姿を消したことになる。しかも，
第8表　　新築後の土間の利用状況と屋根ふき縁料の変化
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済新築後は過去1年間に使用したもので，渓畜・ま除く。
カワラを合む。　婦掃杉皮，トタン，郁坂などを含む。
・治 S謂査辰家数、こ対する三拾。『スレー｝，・セメン｝
（84） 尾　　崎 繁
カワラ屋根の瓢率は，第8表でも分るよう｝軸購が
やや低くなっている点をのぞくとぷ獺∬禰醐紺・
宅にみられたような農家間の開きもほとんどなくなって
いる．新築前から出蜘カワラ屋根の普及率が高かった
のは，◎．5h・末満鳳平坦部，緬ノ注体魂2種兼業の各
農家で，いずれも新築前後を通じて住宅而積が小さく兼
業率の高いことが共通している。これは屋根面積が小さ
くてふき替えにじヒ較的経費がかからなかったことや，兼
業所得によって改造修理費の支出が容易であったことに
よるものであろうG
　このほかの農家では，今回の新築1こよってカワラ屋楳
が大r瞬こ普及したわけで，それだけにいままで草屋根の
使用率が高かったことになる。新築前における草屋根の
うちわけはカヤ44．5多ワラ3L5％である。また前「司新
築乳1三宅にはカワラぶきまでの一一時的な過葛iとみられるも
のが20．3彩あったが，今II！iはその害給が5．7％1こへっ
ノペ　ト　　　　　い
cし、曳）c
YIお　わ　り　1こ
　前巨目こひきつづいて，しUl哀地方1こお｛ナる1955～60年
の新築｛上宅256戸をとりあげ，おもに．佐宅面積とその檬
成を通して佐宅改善の動きを検討した結果，つぎのこと
が1助らかになつた。
　すなわち，イ：i三宅廷べ面冨乏は，2階建が一穀1ピすること
によって新築前より約60％増力1したぷ，一方では，耕
境規摸とか標高，経営形態，業態などで区別した農家間
に，新築前をやや上iヨる閉きを生じた。2階面積も同じ
く約22％の増加をみたが，延べ何居ミにくらべると農家
間の開きは少なく，さらに1階床顔窟だけをとりあげる
といっそうこの開きは少なくなっている。
　1i；欝斑鼓のジ甥li分はすぺて床面籏の惹張にス5てられた
形で，床面‡貴の対新築前増加率は延べ面積についで高く
なっている。これと反対に土．間藤積は減少の傾向をみせ
ている。この結果，床面積と土閥面積の比率は，新築前
の65：35から新築後は73：27と変り，居佐空聞として
の床爾積は実面積，比率のうえでともにふえたことを示
している。と同時に，床面積対ニヒ聞面積の比司：は，新築
1湖こくらべて農家聞の間きをいっそう大きくした。これ
はそれぞれの農家の農業依存度の強目9，農用附属舎の多
少など，住宅内における農戊「ξ］空湖の存続を左右する条件
を，より明確に反映した結果とみることができる。
　新築後離れなどの注宅刑習住場所がへったことは，佐
宅新築によってその必要性が薄らいだためと思われる
が，今後はこれらの点をも念めて，大巾に．ふえた2階や
1階床ヒの欝搭ζり，不肪目状況などをr児らかにすることが
必要で，その後においてはじめて，新築住宅の質的改菩
の．程痩が’目1定されるものと思う。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summ鑓y
　Continuous　to　the　previous　survey　in　1957，　the　au乞hor　ma（le　a　（1uestionnaire　　survey　on　the
256new　farln　houses　built　durlng］955～1960　to　make　clear　the　tendencies　of　improvement　o《
the　farln　houses　in　San－in　District．　τhis　paper　is　the　resuk　judglng　ma三nly　frcm　the　flcor
sl）ace　and　the　areal　ratio　of　platξorm　an（］earth　floor　in　the　ground　f五〇〇K．
　The　new　farm　houses　have　increased　by　ab碗t　60ゐover　the　old・nes　in　t・taパ100r　space　per
house。　This　is　n〕ainly　caused　by　the　increase　of　two－s亡oried　houses．　The　groul1（玉　floor　space
ir1とhe　new　houses　has　increased　by　about　22ヌ多over　the　old　ones．「The　difference　ill　total　floor
space雄⑪g　the　new　h・uses　becaぴ一larger　than　the・1d・nes．　but　the　differencc　in　gr・und
ξ1・・ram。ng　themもecame　Smaller　th竺n　in　t・tal　fl・・r　SpaCe．
　All　the　am・u抽incrcased　in　the　gr。ulld　fl・・£space　is　apPぎo斑atedto出e　increase　of　platf。rm？
and　the　earth　flOOr　tendS　tO　deCreaSe．
山§芸〕良ノ∫ぷニニきδ｛ナる農宙］’｛主パ三改汀：の鱗頻句　（第4幸艮） （85）
　As　a　resuk，　the　space　ratio、　of　pla之form　and　earth　floor　changes　from、65：35　in　the　new
houses　to　73：27　in　the　old　ones．　Th三s　shows　that　the互iving　space　incτeased　in　both　area　and　the
areal　ratio　of　platform．On磁e　other　hand，the　clear　d輌fferenCe　among　the　new　houses　is　made
by　the　ratio　of　platform　and　earth　floor．
We迦st　judge　the　stage　of　the　essential　improvement　of　the　new：farm　houses　by　the　way
of　planning　and　using　of　these　upper　and　ground　floors．
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